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セな藤を尺環境う重動市民連糸各会議〃〆（略称藤沢エコネット）
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事件は平成4年11月頃から平成12年3月の間に、荏原製作所藤沢工場の廃棄物焼却炉

からダイオキシン類が環境省の基準の8,000倍を超える高濃度の状態のまま河ﾉII (引地川系）

に垂れ流されていたことが環境省の調査で確認され、新聞、テレビ等で全国的に報道された

ことで、その後数年もの間、相模湾湘南地域の漁業関係者が営業上重大な影響を被ったこと

について、裁判で会社に対して、漁業関係者に対する損害賠償が認められたものです。

この事件で注目されたのは、基準値の8,000倍以上という高濃度のダイオキシン類が、公共

水域に安易に長期間垂れ流されていたということと同時に、当の排出源の会社が、環境機器

を製造する日本有数の会社でありながら、同社の関係施設から出る大量のゴミを焼却処分す

る焼却炉からの排水を、未処理のまま河ﾉ||に垂れ流していたことに、 7年以上も気づかなか

ったということでした。

これは同社がその間、ゴミ処理施設の排水の検査を全くしていなかったということを意味

するものであり、それがいかに社会的に無責任極まることであるかということです。

近年、ゴミ焼却炉から出される排気や排水中に、有毒なダイオキシン類が大量に含まれて

いるということは、専門家のみならず、広く、市民の間に周知されていることでしたし、環

境機器の製造販売を専門とする荏原製作所が、この問題の重大性を知らなかった筈はないの

です。 ですから、私たちは、この事件に対する同会社の責任を単なる配水管の誤接続とい

うミスということで済まされる問題ではないということを裁判で強く主張し、その原因を明

らかにするよう会社を追求しました。

3年余の審理の結果、平成18年7月横浜地裁は、全面的に会社の責任を認める判決を出

しました。この裁判は、工場から排出されたダイオキシンによる人体などの直接の被害につ

いて争われた過去の公害裁判とは異なり、垂れ流しの事実が広く報道されたことによる漁業

関係者の風評被害について、積極的に認定されたという点での先例となりました。

しかし、人体への実害の有無が中心的な問題とはされなかったということで、たやすく忘

れられてはならず、この事件により、今後もこのような重大な環境汚染事件は、いつどこで

発生するか分からないと言うことを、この事件は私たちに教えてくれています。
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